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平成28年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（平成28年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（3月23日実施） 

総合評価（3月30日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・進路実現のための
精選された教育課
程編成 

・相互交流が可能な
教育課程の設定 

・主体的な学習習慣
の醸成 

①3年生の選択科目の推
奨パターンを検討す
る。 

②専門学科の専門性を
高めるための科目を
検討する。 

③主体的な学習習慣を
身につけるための具
体的な取組を検討す
る。 

①系別の進路実現に適
した選択科目の推奨
パターンを作成す
る。 

②美術科の専門性を高
めるための科目を設
定する。 
併置を利用した融合
可能な科目を検討す
る。 

③日常の授業を通して
主体的な学習習慣を
身につけるための具
体的な方法を検討す
る。 

 
 

①学年のニーズに即した
選択科目の推奨パター
ンか。 

②専門性を高めるととも
に、設置可能な専門科
目か。 
両科の交流を踏まえ
た科目の設置ができ
たか。 

③主体的な学習習慣を身
につけるための具体的
な方法について検討し
たか。 

①3年の選択科目
は、生徒の進路実
現に適したものを
作成することがで
きた。 

②美術科の専門性を
高める科目の設置
ができた。 
両科が共通で履修
可能な科目の設置
ができた。 

③授業研究や教科会
を通して、主体的
な学習習慣を身に
つけるための具体
的な方法を話しあ
う機会を持つこと
ができた。 

①生徒の希望を優
先して選択科目
を設置すること
から、時間割作
成の上で、制限
されることが多
くなる。 

②両科の理解を深
めるためには、
共通科目設置だ
けでなく、授業
展開の中で併置
の利点を認識す
る機会を設ける
ことが必要と考
える。 

③多くの教員がも
っと積極的に授
業研究を行うた
めに、意義と利
点を具体的に周
知する必要があ
る。 

②特色である美術
科の専門性を高
める科目が設置
できたことには
敬意を表する。 
美術科と普通
科の交流や共
同参加ができ
る機会がある
とよい。 

③主体的な学習習
慣を身に付ける
ためには進路目
標を明確にさせ
ることが有効で
ある。 

①３年の選択科目
を系別にパター
ン化したことで
明確になり、生
徒の選択が容易
になった。 
進路が明確にな
っ て い な い 場
合、迷うことが
予想される。 

②学科改編の内容
を生徒及び教員
に浸透し、お互
いの理解を深め
ることが課題で
ある。 

③教員だけの努力
でなく、生徒自
身に主体的に学
ぶことの意義を
認識させる努力
も 必 要 で あ ろ
う。 

①科目選択を的確
にできるよう、
早期に進路決定
の機会（総合の
時間やLHRなど）
を多く設定する
よう関係部署と
連携を取るよう
工夫する。 

②美術科・普通科
の積極的な相互
交流を可能にす
るカリキュラム
を検討する機会
を設ける。 

③主体的に学ぶこ
との利点に気づ
かせる仕掛けを
工夫する。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・基本的な生活習慣
の確立 

・安全、安心の教育
の推進 

・支援教育の推進 
・主体的な生徒会活
動への支援 

・環境美化活動の推
進 

①頭髪、遅刻、服装指
導、あいさつの指導
を徹底する。 

②交通安全、防犯意識
を向上させる。 

③いじめ防止に向けて
重点的に取り組む。 

④教育相談体制を充実
させる。 

⑤校内外の行事におい
て生徒会役員を中心
として主体的・積極
的に協力・連携を模
索する。 

⑥生徒の環境美化意識
を向上させる。 

①学年主導による統一
した指導を行う。 

②全校集会、LHRにて、
交通安全、防犯意識
の向上に向け注意喚
起する 

③いじめ防止アンケー
トの実施及びキャン
ペーン実施 

④職員間の情報共有を
進める。 

⑤学校行事、生徒会活
動、部活動、委員会
活動、ボランティア
活動等を通して生徒
の主体性、社会性、
積極性を育成し、協
働意識を高める。 

⑥生徒の主体的な環境
美化活動を支援す
る。作品展示等の活
動を充実させる。 

①学年で統一した指導が
できたか。 

②交通ルール、マナーが
向上しているか。 

③いじめ防止に対する具
体的な取り組みができ
たか、また、効果があ
ったか。 

④教育相談連絡会を利用
して情報共有ができた
か。 

⑤主体的な生徒会活動を
支援することができた
か。 

⑥生徒の環境美化意識が
向上したか。主体的な
展示活動がみられた
か。 

①定期的に実施でき
た 
②交通ルールに対す
る生徒の意識は高
まっている。 

③いじめに関する授
業を実施した。学
年別に具体的に取
り組んだ。 

④週１回の教育相談
連絡会に加え、学
期初めに全職員で
情報を共有する会
を年３回実施し具
体的な情報の共有
ができた。 

⑤各生徒会行事での
活動に加え、地域
の小学校・警察と
連携して高校生に
よる安全教室を企
画･実施する等、積
極的な活動を行な
った。 

①今後も継続して
い く 必 要 が あ
る。 

②自転車教室以外
の取り組みも必
要である。 

③いじめ防止アン
ケートはもっと
工夫が必要であ
る。 

④多様な生徒に対
する支援を充実
させるために情
報共有を密にし
た連携が必要で
ある。 

⑤生徒会による地
域との連携を次
年度以降も継続
的積極的に行え
るような環境を
整備する。 

①②③については
来年度以降もよ
り充実した指導
をお願いした
い。また、人権
にも配慮した指
導をお願いした
い。 

④不登校の生徒な
どについてのケ
アもお願いした
い。 

⑤生徒会による地
域との連携も積
極的に行えるよ
う指導してほし
い。 

①根気よく指導を
継続していく必
要がある。 

②いろいろな工夫
をして、意識を
向上させていく
必要がある。 

③生徒の人間関係
の把握に努めて
い く 必 要 が あ
る。 

④他学年の生徒の
全体への情報共
有の徹底および
非常勤講師への
生徒情報の伝達
を密にする必要
がある。 

⑤部活動のみなら
ず生徒の校外活
動の定着を図り
たい。 

①頭髪の指導基準
を明確にする。 

②効果のある交通
安全教室を実施
する。 

③いじめの早期発
見に努める。 

④非常勤講師への
情報共有をＰＣ
への入力や打合
せを設定するこ
とで密にする。 

⑤生徒会役員によ
る近隣小学校と
の連携事業を年
中 行 事 と し た
い。また部活動
として地域連携
をより行うよう
各 部 に 依 頼 す
る。 



 

３ 進路指導・支援 

・多角的な視点を持
ったキャリア教育
の展開 

・生徒・保護者への
情報提供機会の増
加と相談体制の確
立 

 
 
 
 

① 総合的な学習の時間
における課題研究の
内容を向上させる。 

② 希望進路別ガイダン
スと提供情報の内容
を充実させる。 

①自分の将来につなが
るような課題設定と
研究から成果の発表
までの指導を行う。 

②個々の生徒へのきめ
細かな情報提供を行
う。 

①課題設定から発表ま
で、すべての生徒が取
り組めたか。 

 
②生徒のニーズに応じた
情報提供ができたか。 

 

① 修学旅行、職業観
の確立や自己再発
見などの課題に取
り組み、発表まで
取り組むことがで
きた。 

② ｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝｽの実
施と、進路希望別
の説明会を多数実
施し、情報提供を
行った。 

① 将来の自らの生
き方を考えさせ
る方法・手段の
職員全体での共
有化がまだ不十
分。 

② 特に３年で、進
路希望が明確で
ない生徒への指
導をもっと考え
る必要がある。 

①選挙権年齢が18
歳に引き下げら
れたことを踏ま
え、主権者教育
についても検討
してほしい。 

②進路希望が明確
でない生徒の指
導は困難と思わ
れるが、より一
層努力をお願い
したい。 

①シチズンシップ
教育も含めて、
自らの在り方・
生き方を考えさ
せる機会をさら
に設定する。 

②担任・学年職員
からの情報提供
は出来上がりつ
つあるので、さ
らなる相談体制
の 確 立 を 目 指
す。 

①より効果的な課
題の設定と、そ
の取組方法の検
討を職員全体で
行う。 

②学年の職員とキ
ャリア教育グル
ープ職員のコミ
ュニケーション
を密にし、生徒
が相談しやすい
体制を作る。 

４ 地域等との協働 

・地域と連携し、新
しい学科や学校の
特色の浸透を図る
とともに生徒の社
会性を育成 

・地域との協働によ
る幅の広い教育活
動の展開 

 

①新しく設置される美
術科や学校全体の魅
力や特色を中学生や
地域、保護者に浸透
させる。 

②外部と連携した活動
により生徒の社会性
を高める。 

①学校説明会の日程や
回数、説明内容を改
善する。学校案内等
の内容を工夫する。 

②地域での行事や外部
講師を活用する。 

①学校説明会でのアンケ
ートで「参考になっ
た」の回答数が９割以
上を維持できたか。 

②行事や講演会での生徒
の満足度が９割以上を
維持できたか。 

①５回の説明会を実
施しアンケートで
「高校選びの参考
になった」という
回 答 は 86％ ～
100％であった。 

②地域福祉施設と連
携した講演会や企
業・大学と連携し
た特別授業を実施
したほか新たに百
貨店との連携によ
る行事など地域貢
献活動も活性化し
た。また、大学で
のワークショップ
や美術館との連携
による活動、手話
講座での外部講師
活用なども進ん
だ。 

①学校説明の一環
としての部活動
体験の時期や方
法 が 課 題 で あ
る。 

② 満 足 度 に つ い 
ては数値的な把
握ができるよう
な検証方法を工
夫する必要があ
る。外部との連
携は中長期的な
視点をもって取
り組む必要があ
る。 

①特色の浸透や生
徒の社会性の育
成などの目標に
ついては、地域
としても協力・
支援していきた
いので、声かけ
をお願いした
い。 

②地区センターの
行事、地域のお
祭りの手伝いな
どはとてもあり
がたい。また、
百貨店と連携し
た地域貢献はと
てもよい。 

①学科改編のスタ
ートに当たって
特色を周知する
ことは一定の成
果をあげた。部
活動体験の展開
が課題になって
いる。 

②外部との連携に
よる活動は新た
な形での展開が
進み、ノウハウ
を蓄積すること
ができた。継続
的・安定的な連
携のあり方が課
題である。 

①部活動体験の展
開方法を早急に
検討し、中学生
が本校の特色を
より理解できる
ようにする。 

②外部との連携に
ついて他の専門
高校の先進事例
などに学び、よ
り効果的に展開
する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・全職員の共通理解
のもと人権に配慮
した生徒への対応
を実践 

・安全・安心学校生
活を送ることがで
きる校内環境の整
備 

 

①職員の様々な組織に
おける人権意識を向
上させる。 

 
②校内美化の徹底と危
険箇所の改善を図
る。 

①職員組織での人権を
テーマとした話し合
い、研修の機会を設
定する。 

 
②清掃指導の徹底と危
険箇所の情報収集を
行う。 

①人権をテーマとした話
し合いの機会を設定で
きたか。 

 
②清掃状況が改善された
か。危険箇所が減少し
たか。 

① 人権をテーマとし
た職員研修会を開
催することができ
た。 

② 清掃・ゴミだし
等、職員全体の統
一した認識を持っ
て指導に当たれ
た。 

① 研修で学んだ内
容の実践と振り
返りを行うこと
ができているか
の検証が必要で
ある。 

② 授業を受けやす
い環境の整備が
必要である。 

①人権問題はとて
も重要であり、
今後の一層の取
組みをお願いし
たい。 

②廊下や階段につ
いて、より一層
清掃指導をお願
いしたい。 

①人権意識が定着
しつつある。さ
らに生徒と接す
る際の言葉や態
度に現れるよう
にしたい。 

②清掃指導だけで
なく、日頃から
教室や廊下・階
段等を汚さない
ような指導の徹
底。 

①人権意識のさら
なる定着に向け
た職員向け啓発
活 動 を 実 施 す
る。 

②社会の一員とし
て の マ ナ ー 指
導、美化意識を
持たせる指導を
徹底する。 


